
 

 

季が運ぶ旅物語  9月号 
 

 

人をつなぎ、想いを運ぶ 中山観光自動車の旅便り 

～夏の余韻、秋の気配とともに～ 

長かった夏も少しずつ終わりを告げ、朝夕の風に秋の気配を感じる頃となりました。 

 

今年の夏は、7月 28日の熊本県を震源とする大きな地震、 

そして 8 月 13 日には千葉県内でも記録的な大雨、 

２７日には富山・石川でも、大雨特別警報が発表され 

各地で甚大な被害が発生しました。 

 

被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。 

一日も早く穏やかな日常が戻りますことを、心よりお祈り申し上げます。 

 

災害に触れるたび、家族と笑い合えること、季節の風を感じながら旅ができること、 

そして無事に帰ってこられること… 

その一つひとつが、かけがえのない幸せなのだと感じます。 

 

私たち中山観光自動車も、皆さまの大切な旅の時間をお預かりする者として、 

これからも「安心・安全」を第一に、心に残る旅のお手伝いをしてまいります。 

 

どうぞ皆さま、季節の変わり目を健やかにお過ごしください。 

とき 



秋の七草に、秋を想う 

暑さの名残を感じながらも、朝夕の風に 

ふと秋の気配を感じる頃、 

野辺に目を向ければ、 

萩、すすき、葛、撫子、女郎花、藤袴、桔梗… 

古くか日本人に親しまれてきた「秋の七草」が、 

静かに秋の訪れを知らせてくれます。 

春の七草が「食」を楽しむものなら、 

秋の七草は「眺めて楽しむ」もの 

万葉の昔から、人々は野に咲く可憐な花々に季節を感じ、 

歌を詠み、秋の風情を愛でてきました。 

華やかに咲き誇る花ばかりではありません。 

風に揺れるすすき、ひっそりと咲く藤袴……。 

その控えめな美しさには、日本人が大切にしてきた 

「侘び・寂び」の心が感じられます。 

忙しい毎日の中でも、ふと足を止めて、野の花を眺めてみる。 

そんな小さな時間が、心に秋を届けてくれるのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏の終わりに、小さな秋を見つけて 
「暑さ寒さも彼岸まで」と言われますが、９月に入ると 

朝晩の風にどこか涼しさを感じるようになります。 

バスの車窓からふと外を眺めると、黄金色に染まる稲穂や 

道端に揺れるコスモスの花が、一歩ずつ秋を教えてくれます。 

今年の「中秋の名月（十五夜）は９月２５日（金）です。 

１年の中で最も月が美しく見えるとされるこの夜… 

お団子やススキ、そして秋の収穫物などを供えて、 

無事に実りの季節を迎えられたことへの感謝を捧げてきました。 

そのため、十五夜の月は別名「芋名月とも呼ばれ親しまれていま

す。 

 

風に揺れる草花に 秋のやさしさを感じて 



 

 



 

 



湯けむり香る  

草津温泉まち歩き 

 

 

 

 

 

 

 

 

草津温泉 夏の疲れを、名湯でほどく旅

暑さの続いた夏を越え、少しずつ秋の気配が感じられる９月。 

今月はシルバーウィークの連休もあり、お出かけにピッタリの季節です。 

日頃頑張った身体と心を温泉でゆっくり休ませてみませんか。 

湯けむり立つ湯畑を歩き、裏草津地蔵へ。おいしい甘味と珈琲でひと休み 

今月は、そんな“休む旅”にぴったりの草津温泉をご紹介します。 

湯けむりの街をそぞろ歩き 

 

青空に映える湯畑 

草津の中心にある湯畑は、町歩きのスタート地点。立ち上る湯けむり、 

硫黄の香り、木造の街並み‥歩くほどに、温泉地ならではの風情に出会えます。 

湯けむりに包まれる湯畑 

夕暮れから夜へ移ろう温泉街、灯りに照らされた石畳… 

名湯に浸って、歩いて、食べて笑って…もちろん食べ歩きも(⋈◍＞◡＜◍)。✧♡ 

そしてまた明日から頑張る元気をもらう‥草津にはそんな癒しの旅が待ってます 



 

 

 

 

９月の旅は 

 

 

草津へ 

草津で過ごす ゆっくり時間 

。 急がない旅も旅の贅沢… 

 
湯けむりの向こうに心ほどける 

 
時間があります。 

裏草津は 2021 年に誕生したモダンで落ち着いた雰囲気の注目エリア。 

賑やかな湯畑周辺とは一線を面し木々の緑に囲まれた静かな空間で、 

古くから眼病に効くと言い伝えのある地蔵源泉を心ゆくまで堪能できます。 

地蔵広場では全国的にも珍しいユニークな温泉体験が無料でたのしめますよ 
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